
第

１

部
　

地

震

と

火

山

１
　人
工
的
に
起

き
た
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
誘
発
地

震
　
1
0

2
　
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
引
き
起
こ
す
「
人
為
的
地
震
」
　
1
3

3
　見
極
め
に
く
い
火
山
性
地
震
　
1
6

4
　ス
ペ
イ
ン
で
実
例
、
地
下

水
が
誘
発

す
る
地

震
　

１９

５
　
日
本
海
溝
に
迫

る
大
地
震
予
備
軍
「
海
山
」
　
2
2

6
　首

都
直
下
　

静
穏
期
間

終
わ
っ
た
　
2
5

7
　御
嶽
山
の
噴
火
予
知

が
失
敗
し
た
ワ
ケ
　

２８

８
　
御
嶽
山
の
五
〇
〇

倍
以
上
　

い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
「
大
噴
火
」
　
3
2

9
　新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
1
0
年
「
人
災
」
と
余

震
予
想
に
課
題
浮
き
彫
り
　
3
5

1
0
　
地
震
予
知
に
失
敗
し
た
イ
タ
リ
ア
学
者
裁
判
の
行
方
　
3
8

1
1
　
長
野
県
北
部
地
震
　

信
用
な
ら
な
い
「
震
度
６
弱
」
　
4
1

1
2
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
「
先
駆
け
」
と
な
っ
た
西
日
本
の
直
下

型
地

震
　

４４

1
3
　
「
噴
火
の
前
兆
」
空
振
り
の
ナ
ソ
　
4
7

1
4
　
米
巨
大
地
震
五
〇
年
以
内
の
発
生
確
率
七
五
％
7
5
％
　
5
1

1
5
　
震
源
の
深
さ
に
救

わ
れ
た
過
去
の
首
都
直
下
型
　
5
4

1
6
　
議
論
が
分

か
れ
る
巨
大
地
震
前
の
「
静
け
さ
」
　
5
7

1
7
　
噴
火
予
測
の
困

難
さ
見
せ
つ
け
た
桜
島
　
6
0

第

２

部
　

こ

れ

だ

け

は

知

っ

て

お

こ

う

地

震

・

火

山

の

恐

怖

1
8
　南
海
ト
ラ
フ
で
東
京
の
超
高
層
ビ
ル
が
五
メ
ー
ト
ル
揺
れ
る
？
　
6
4

1
9
　地
震
発
生
か
ら
五
年
で
世
界
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
ハ
イ
チ
の
悲
劇
　
6
7

2
0
　都
会
襲
う
「
火
災
旋
風
」
の
恐
怖
　
7
0

2
1
　乳
頭
温
泉
死
亡
事
故
　

迫

る
危
険
に
気

づ
か
な
か
っ
た
？
　
7
3

2
2
　溶
岩
流
で
ハ
ワ
イ
が
非
常
事
態
宣
言
　
7
6

2
3
　
火
山
も
原
発
も
透
視
で
き
る
「
ミ
ュ
ー
粒
子
」
　
7
9

2
4
　
日
本
人
全
滅
の
可

能
性
あ
る
「
カ
ル
デ
ラ
噴
火
」
　
8
2

2
5「
プ
レ
ー
ト
の
異
端
児
」
が
引

き
起
こ
し
た
ネ

パ
ー
ル
地
震
　
8
5



2
6
　
日
本
で
最
大
の
津
波
を
起
こ
し
た
琉
球
海
溝
　
8
8

2
7
　
一
〇
〇
年
以
上
続
く
余

震
　
「
嵐
の
前
の
静
け
さ
」
は
本
当
か
も
　
9
1

2
8
　
深
発
地
震
の
脅
威
　

四
七
都
道
府
県
で
震
度
１
以
上
　
9
4

2
9
　
地
滑
り
地
形
だ
ら
け
の
日

本
列
島
　
9
7

3
0
　
最
前
線
の
研
究
者
も
大
地
震
の
前
に
は
無
力

だ
っ
た
　
1
0
0

第

３

部
　

暮

ら

し

と

震

災

―

地
震
列
島

・
火
山
列

島
に
暮

ら
す
日
本

人

3
1
　
噴
火
口
が
つ
く
る
「
天

然
の
良

港
」
　
1
0
4

3
2
　
「
地
震
の
名
前
」
め
ぐ
る
政
治
的
駆
け
引

き
　
1
0
7

3
3
　都
会
と
地
方
の
「
震
災
」

同
規
模
で
も
被
害
は
数
百
倍
の
違
い
1
1
0

3
4
　海
洋
民
族

が
助
か
っ
た
ワ
ケ
　
1
1
3

3
5
　
「
崩
壊
危
険
」
迫

る
ダ
ビ
デ
像
　
1
1
7

3
6
　
阪
神
大
震
災
か
ら
二
〇
年
　

時
刻
の
偶
然
に
「
神
の
存
在
」
　
1
2
0

3
7
　
南
海
ト
ラ
フ
の
「
先

祖
」
　
明

応
地
震
の
破
壊
力
　
1
2
3

3
8
　
大
分
で
初
「
地
震
の
遺
跡
」
発
見
　
1
2
7

3
9
　警
察
署
長

が
ウ
ソ
つ
い
た
「
諏
訪
大
地
震
」
　
1
3
0

4
0
　
江
戸
時
代
は
桶
の
水
で
震
度

を
判
断
　
1
3
3

4
1
　
戦
災
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
巨
大
地
震
　
1
3
6

4
2
　
世
界
の
気
候
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
火

山
灰
　
1
3
9

4
3
　
い
つ
の
世
も
火
山
活
動
に
振
り
回
さ
れ
る
観
光
産
業
　
1
4
2

4
4
　
津
波
被
災
地
が
抱
え
る
復
興
後
の
課
題
　
1
4
6

第

４

部
　

地

球

物

理

学

の

豆

知

識

4
5
　
死
亡
事
故
多
数
、
最
も
危
険
な
火
山
学
者
　
1
5
0

4
6
　
中
森
明

菜
事
件
で
逃
し
た
噴
火
の
決
定
的
瞬
間
　
1
5
3

4
7
　
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
エ
ン
ジ
ン
停
止
さ
せ
る
噴
煙
　
1
5
6

4
8
　
現
代

社
会
を
混
乱

さ
せ
る
磁
気

嵐
　
1
5
9

4
9
　
「
太
陽
系
外
惑
星
」
に
高
等
生
物
が
生
存

す
る
？
　
1
6
2

5
0
　
温
暖
化

調
査
の
カ
ギ
握
る
「
棚
氷
」
地
震
計
　
1
6
5

5
1
　
現
代
科
学
で
は
解
け
な
い
ナ
ゾ
　
ニ
Ｏ
一
五
年
四
月
に
皆
既
月
食
　
1
6
8



5
2
　
北
海

道
で
も
オ
ー
ロ
ラ
！！
　
大
騒
ぎ
　
1
7
1

5
3
　
頻
度

高
ま
る
隕
石
の
衝
突
　
1
7
4

5
4
　
石
か
ら
分

か
る
歴
史
と
ナ
ゾ
　
1
7
7

5
5
　
爆
発
的
マ
グ
マ
噴
火

が
運
ん
だ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
1
8
0

5
6
　
二
〇
一
五
年
七
月
一
日
　

三
年
ぶ
り
「
う
る
う
秒
」
生
む
地
球
の
深
部
　
1
8
3

5
7
　
地
球
と
酷
似
す
る
金
星
に
も
火
山
活
動
　
1
8
6

5
8
　
数
千
キ
ロ
の
旅
の
末
、
発
見
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
機
　
1
8
9

5
9
　
巨
大
氷
河

が
地
震
を
引

き
起
こ
し
た
？
　
1
9
2

6
0
　
月
の
誕
生
を
め
ぐ
る
、
惑
星
の
大
衝
突
　
1
9
5

お
わ
り
に
　
9
9
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